ハンドマイク街頭演説原稿例　米・イスラエルのイラン攻撃１
二〇二六年二月二十六日　日本共産党埼玉県委員会・作成
※情勢が動いています。最新の情報を確認してください※

　ご近所のみなさん、こんにちは。日本共産党です。この場所をお借りして、日本共産党の政策を訴えさせていただきます。しばらくの間ご協力をお願いいたします。
　アメリカのトランプ政権とイスラエルは二月二十八日、イランに対して大規模な軍事攻撃を始めました。イランの首都テヘランで発生した爆発の写真や映像をご覧になった方も多いと思います。イランではこの軍事攻撃で二百人以上が亡くなり、アメリカのメディアやイランの国営メディアは、イランの最高指導者ハメネイ師が亡くなったと報道しています。外国を一方的に軍事攻撃するなど、国連憲章と国際法を乱暴にじゅうりんする、無法な先制攻撃でしかありません。日本共産党はアメリカとイスラエルの暴挙を断固として糾弾するとともに、アメリカのトランプ政権に対しては、ただちに攻撃を中止し、交渉による問題解決に立ち戻ることを強く求めます。
　みなさん、アメリカのトランプ政権がイスラエルとともに、イランの政治体制の転覆を目的として、「大規模かつ継続的」な攻撃を行うならば、中東地域と世界の平和と安定に対して、深刻な打撃をもたらすのではないでしょうか。実際、イラン側も報復攻撃を始めており、イスラエルの首都エルサレムのほか、中東諸国にあるアメリカ軍の基地などを攻撃し、死傷者も発生していると報道されています。アラブ首長国連合ではイランからのミサイル攻撃の迎撃に成功したものの、迎撃で発生した破片が住宅地に落下し、住民が亡くなったとの報道もあります。軍事衝突が続けば混乱はさらに激しくなり、被害者も増えてしまいます。アメリカ・イスラエルの攻撃中止と、交渉による問題解決に戻ることを重ねて強く求めます。
　ところで、日本政府の対応はどうでしょうか。アメリカのトランプ大統領は、イランの政権を「巨大なテロ組織」だと決めつけ、「大規模かつ継続的な作戦」を実施する、「イランの海軍を壊滅させる」と宣言するとともに、イランの国民に対して「自分たちの政府を乗っ取れ」として、体制転覆を公然と呼びかけています。アメリカとイスラエルのやり方は、実力で現状を変えようとする行為そのもので、法の支配を真っ向から否定するものです。ところが法の支配を強調している日本政府、高市総理は、両国の行動に対してなんの批判も懸念も表明していません。中国やロシアがやったら批判し、アメリカがやったらだんまりでは、日本政府の言動になんの説得力も生まれません。高市総理が法の支配を重視するのであれば、アメリカなどの蛮行をただちに批判するべきではないでしょうか。
　日本共産党の発行する「しんぶん赤旗」は、週一回発行の「日曜版」の電子版が、たいへんご好評をいただいています。この機会に「しんぶん赤旗」をぜひお読みいただきますようお願いいたしまして、この場所をお借りしての日本共産党の政策の訴えを終わります。ご協力ありがとうございました。（了）
